
きゅうたんそ

1jiの片側の石炭を

線路上に務すか，

または貨車の内部

で反対側にはね上

げねばならぬゆえ，

貯炭槽を軌道 Fま

で延長するよ う改

造すべきである。

(4) スキップホ

イスト給段設備 えL

北海道 ・ 九州の炭

坑地方のように底

開きまたは側聞

式貨車が多い地

方に設備されて

便利なもので，

図るに示すよう

に石炭車は線路

の脇に設けられ

た坑内に石炭を

落下させ， その

坑底からパケッ

ト t乙よりホ ッパ

にかき上げるも

のである。ただ

しこれはホッ パ

への給炭のみで

混炭，その{也j也

平貯炭場卸等の

務作業はできず

これらは人力か

他の僚械力によ

らねばならぬ不使がある。

(5) パケット

トのパケット~

コンベヤにした

もので，新設し

た当時は好剃で

あったが後コン

4. 天井起重機給民設備

5. スキップホイスト給民設備

ベヤの修繕等が 6. 給炭設備 パケッ トコ γベヤ

かさみ，あまり能率的でなく，給』賞作業もスキップホイストa と

同じくホッパへの給炭のみで，矛IJ宮ーはほぼ問じである。

(6) 蒸気ロコモチプ起重機給炭設備 これは図ー7 に示すよ

うに後械設備の最も当初のもので， 現行自量級の動力がほとんど

電気化されている中に， これのみ蒸気を使用するので作業準備

に手数がかかり保守政もかさみ，今後だんだんと減少し補助的

被械として残されるも のと，思われる。

(7) 簡易ジプクレー ン 現在設計中であるが給炭縛を殻けず

石炭台， J狩I足場，集灰坑を設け，給t世は繊[知事に直接~l込の型

式で， 1 日 50-80t くらいの とこ ろが適当と思われる。

以上のほか簡易後械設備としては，平仰l石炭台に併位するも

のにベルトコンベヤ等が多 〈 使用されている。

なお繊械給炭はいかなる鴻合においても 1 日使用分く らい

7 蒸気ロコモチプ起震後鈴炭設備

の試験用平棚式石炭台を設備することにな っている。(字野浩彰)

きゅうたんそう 絵炭槽 (英) coal bin 織関車に補給す る

石炭を高所にi狩放す

る装置。織I刻ヰIを給

段槽の下に導き，ハ

ンドノレを回してゲー

トを開 く と， 石炭は

自置で落下しきわめ

て短時間で積込みは

完了できる。給段槽

に石炭を供給するに

は給炭用Ii(t形 P レー 給 f.X 憎

';/，スキップホイスト ，門形ジプクレー ン空~;を使用する。

国鉄標準型給炭憶には 100 t , 150 t , 240 t 容量のものがある。

どれを使用するかは使用量， 石炭の筏類，貯炭場の容量，給炭

機械の能力，隣接機関区の給炭能力等を考慮してきめるが，使

用量の 1.5-2 日分をとるのが普通である。

石炭機の下部は水がたまりやすく寒冷地では凍結するおそれ

があるため，蒸気または熱風て'1)日熱せねばならない。コンクリ

ー ト製の石炭糟も使われているが，凍結防止ができないから寒

冷地には不適である。(井因縁朗)

きゅうてんかんりじむしょ 給電管理事務所 国鉄の支社

の地方後|刻(地方において国鉄の業務を分掌している繊関であ

って国鉄の従たる事務所をなすもの)。昭和 25 ・ 8 に経営合理化

の一環として自営電力設備を総合的に運用するため設置された

ものである。その所管業務は電気の発生 ・ 伝送 ・変成・配給お

よび調達である。すなわち信濃川水系の千手および小千谷の雨

水力発電所と，宏、羽および川崎の岡火力発電所において発電し，

給電区における交流変電所において変成し， これらを連絡する

送電線路によって，主として東京近郊に電力を供給している儀

闘である。またこれに付帯して，これらの業務を行うのに必要

な施設(付椛施設を含む)の改良 ・ 運転 ・ 保存および管理を行っ

ている。なお一般の委託による電気施設の運転 ・ 保存および

管理ならびに電気の発生 ・ 伝送 ・ 変成および配給をも行ってい

る。




